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自転車を活かしたまちづくり
～高齢者向け電動アシスト付き自転車の推進～
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これまでの取組（高齢者向け電動アシスト付き自転車の推進）

 平成２４年度 サイクルタイン研究会発足

 平成２５年度 高齢者向け「らくらく買い物プログラム」実証スタート

 平成２６年度 自転車を活かしたまちづくりの指針を策定
「らくらく買い物プログラム」対象地区を拡大

「電動アシスト付き自転車貸出事業」開始

 平成２７年度 「電動アシスト付き自転車の購入費補助事業」開始

 平成２８年度 自転車走行空間の充実に向けモデル路線整備着手

 平成２９年度

 平成３０年度

 令和 元年度

住民の買い物難地区の高齢者を対象に、電動アシスト

付き自転車を貸出し移動利便性などデータ検証

モデル実証の結果 有効性が高いと判断し 施策推進へ

６０歳以上を対象に最大３ケ月の貸出事業（２輪・３輪）

①電動アシスト付き自転車貸出（24台）

②電動アシスト付き自転車購入費補助（年間50件）

③自転車走行空間の整備（矢羽根設置）

継続推進

高齢ドライバーの自主返納推進策との連携 2



袋井市自転車を活かしたまちづくりの指針

【事業展開イメージ】

自転車の利用が、袋井市の目指す「日本一健康文化都市」の実現に資する
ものであるとし“心と体の健康”を中心に本市の自転車利用促進を各分野に
位置づけ展開している。

3

高齢者の移動手段



モデル地区での実証事業（高齢者への電動アシスト付き自転車の貸出）
・地区内のスーパーマーケット閉店や商店街の衰退、公共交通機関の減少等の理由から、高齢者が日々の買い物等に
も不自由をきたす事態が生じていた高南地区において、高齢者（61～69歳の男女10人）に、電動アシスト付き自転車を
５ヵ月間貸出し、日常的な移動手段としてもらうことで課題の解決や移動の利便性向上が期待できるかを検証。

・ GPSによる利用軌跡の計測や利用日誌の記載等により、使用の頻度や移動の距離等を調査・分析した。

これを受け、市では高齢者への施策推進を決断
➡ 「60歳以上への電動アシスト付き自転車貸出事業」を開始 （貸出期間３ヵ月）
➡ 「60歳以上への電動アシスト付き自転車購入補助金」を導入 （上限１万円）

▲交通安全のため、貸出し前には講習会を開催

GPSデータによる利用者の自転車移動の軌跡
（同心円は公民館を中心に１km毎に表示したもの）

▲

◎ ８割の利用者が高頻度（週３以上）で自転車を利用。2km先へも買い物に行くなど、行動範囲も拡大。

◎遠方への買い物の際には、帰り道にある店舗にも自然と立ち寄るなど、利用店舗数が増加。

◎従前に車を運転していた利用者は、自転車になっても以前から利用している施設を利用する傾向。

◎実施後の意見聴取では、「以前より外出の頻度が増えた」「運動不足が解消された」「風を切って走
ると、健やかな気持ちになる」など、心身面への肯定的な影響の声も多く聞かれた。

結

果

ＧＰＳ活用調査
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●貸し出しの割合は、
男性54％、女性46％
●前期高齢者が全体の
約80％
●80歳以上では男性の
みが借りている

●補助制度の利用割合
は男性45％女性55％
前期高齢者が46％、
後期高齢者が54％
となっている。
●85歳以上では男性の
利用割合の大半を占め
ている。

18PAS CITY-C
乗り降りしやすいU型フレームの軽
量・コンパクトな車両です。

17PAS SION-U
小柄な方でも乗り降りしやすく、足
つきのよいコンパクトな車両です。

18PAS With 24インチ
ナチュラL26
機能が充実した標準タイプの車両で
す。

17PAS ワゴン
荷物の多い方に適した３輪の車両で
す。

電動アシスト付き自転車貸出事業 電動アシスト付き自転車購入費補助事業

市内在住の60歳以上の方に「電動アシスト付き自転車」
を無料で貸し出します。貸出期間は最長３か月間です。

市内在住で市税などの滞納がない60歳以上の方に、「電動
アシスト付き自転車」購入費として、１万円を補助します。

・市内の自転車販売店から購入してください。
・防犯登録をしてください。
・ＴＳマーク付帯保険に加入してください。

ＴＳマークとは自転車安全整備士が点検整備した
普通自転車に貼付され、傷害保険と賠償責任保険付。

袋井市
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